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13階東病棟における新人教育係の活動をふり返って
13階東病棟　○零下弥生　清水　濱口
　はじめに
　13階東病棟に干て新人を迎えるにあたり、より早
く正確に病棟の特殊性や業務を理解し1人立ちして欲
しいという目的で新人教育係が新病院開設と同時に発
足した。
そして、私達3人は、昨年の活動を受け継ぎ63年度新
採用者の教育係として、次の様な目標を立て4月より
活動を開始した。
①13階東病棟の患者の特殊性を理解でき、実践され
ている看護、又は業務を知り1人で正しく行なう事が
できる。
②看護婦として最低限の知識・技術・態度を実際の看
護の中で学ぶことができる。
　主な活動は、病棟内オリエンテーション・13階病
棟独自のチェックリストを使用しての指導・新人との
定期的な反省を交えた意見交換会などであった。その
結果、係として新人と関わりをもつ中で、反省すべき
点や納得できなかった点が多く「教育・指導」という
ことに関しての疑問や不安が高まった。そこで私達は、
係の活動の経過を辿り、係の反省会・新人からの意見
・スタッフからのアンケート調査を基に現在の係の問
題点とその原因を追求することにした。今回、その問
題点として、①年間行動計画の骨組みができていない。
②スタッフの新人教育係や、新人に対する意識がうす
い。③新人教育のあり方が曖昧に理解されていた。以
上3点が明らかにされた。さらに今後の、係のみなら
ず13階東病棟としての課題を得ることができたので
ここに報告する。
　63年度年間活動計画と実施及び結果
　年間活動の目標と計画は資料1の通りである。
　私達は、13階東病棟独自のチェックリストを作成
した。　（資料皿に示す）項目内容には、各業務内容と
脳外科・口腔外科疾患及び看護をあげた。そして、使
用方法として先づ看護婦に各勤務でミットにつく前に
目を通してもらい、新人が今、どれだけのことを経験
しており、今後どのような指導が必要であるかを把握
してもらった。また、業務終了後に再チェックし、そ
の日の反省を交えて指導できるようにした。この事は、
新人にとって、現在の自分の状態と次に学んでいかな
ければいけないことを知るよい指標になった。
　さらに、その指導が業務の流れの中で、ミット期間
として、より効果的に継続されるよう看護婦間での申
し送りメモを作成した。（資料皿に示す）係としては、
新人の現状の把握ができるよう、常にチェックリスト
や申し送りメモに目を通した。そして、日常の細かい
評価・意見などをチェックリストに記入したり、新人
とのコンタクトがとれるよう心掛けていった。その他、
新人に看護婦として知識を深めるため、スタッフ教育
係の行なう勉強会を利用し、テーマに沿った内容のレ
ポート提出や受け持ち患者の中間サマリー作成をして
もらった。これらは、疾患や患者の理解と把握を深め、
大変効果的であった。また、新人が就業して、2週間、
3週間、3ヵ月、6ヵ月後の4回に分けて、新人・係
・スタッフを交えて定期的な話し合いを持った。そこ
では、新人から反省・不安・疑問に思うことを聴き、
元気づけ、何が不十分なのかを話し合った。それは新
人だけでなく、係・スタッフが今後何をどのようにし
ていかなければならないかの手掛りとなった。そして、
係は6カ月終了後の反省会に於て、下記の5項目に要
点を絞り、話し合った。
1）チェックリスト・申し送りメモについて一チェ
ック項目は、勉強していく中でのポイントとなったの
で、充実していたと思われる。使いやすさの上でも、
新人の意見やミット後の新人に対する評価を書き入れ
るたあの余白を設けたことはより効果的であった。申
し送りメモについては、ミットの看護婦間での情報が
充分に伝達できない部分があり、指導下、重複してし
まうところがあった。
　また指導内容の統一をはかるためのマニュアルが必
要だったのかと疑問を残している。さらに、これらで
は補えない項目（例えば、疾患の説明、看護、経験す
る機会が少ない死亡時、緊急時について）を、今後ど
のように指導していくかを考慮すべき点となった。
2）勉強会について一昨年度は、新人対象の勉強会
を実施したが、今年度は、新人1人であった事と、本
人の意欲にまかせようという係の考えから行なわなか
った。
3）ミットについて一ミット期間としては適当と思
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われるが、1つ1つの業務を確実に覚えてから新しい
業務につきたいという新人の意見より、いざ1人だち
という時、かなりの時間的経過が新人に自信を失なわ
せたようである。また、ミット期間を通じて、新人自
身どんな評価をされているのか知りたいという意見が
あり、新人の自分の評価の認識の必要性を感じた。
4）話し合いについて一定期的に話し合う時間をも
ったのは適当であったと思うが、新人より「改めて話
し合いをすると緊張してしまう」という意見がきかれ、
話し合いにおける目的、方法、内容を再検討する必要
があると考えた。
5）さらに私たちは、スタッフの新人教育係に対する
関心・認識を知り、意見、希望を聞く。またミット方
法、チェックリスト、申し送りメモについて現在の問
題点と改善策案を得るという目的でスタッフにアンケ
ートをとったその結果、25名中20名の回答を得た。
内容は次の通りである。
　①活動内容は知っているか？一殆んどのスタッフが、
あまり知らないという結果であった。
　②新人のミットについたか？申し送りメモは役に立
ったか？一ミットについたスタッフの数が6人と少な
く、申し送りメモは実際には、あまり役立たなかった
ようだ。
　③ミット方法についての意見一
〇ミットにつかなかったため、関心がなく特に注目し
　ていない。
・教育係で話し合った内容のノートがいつでも見る事
　ができるように、また統一した指導ができるように、
　公の場で発表してほしい。
・最低これだけは教えるという基準があればよい。
　④今後、ミットにつく場合、不安に思うこと・知っ
ておきたいこと一どこに重点をおき、どのようにミヅ
トを行えば、スタッフ全員が統一した指導ができるか
不安がある。
　⑤チェックリストについて一スタッフの約半数近く
が、チェックリストに目を通していない事がわかった。
他に内容、評価日などについては、特に問題はないと
の結果であった。
　⑥係への要望・意見・感想一
。毎年新人の人数が違うので、最低やるべき事を決め
　た方がよい。
・もっとスタッフヘアブローチし、協力を得た方が良
　い。
・新人の意欲があまり伝わらない。
・新人のための御膳立てが、うらやましい反面、新人
の自らやろうとする意欲が失われがちになるのではな
いか等。
　アンケートを通して、スタッフの関心のなさが伝わ
ってくる。その原因として、今回新人が1人だったと
いう事で専属ミットの役割を係が行なう事になってい
た為か、直接ミットについたスタッフ以外には“自分
にはあまり関係がない”“かかわるのはめんどう”な
どという考えが、少なからずあったのではないかと思
われる。また、アンケート全体に言える事だが「ハイ」
「イイエ」のみの回答及び無回答が多く、他の意見は
殆んどきく事が、できなかった。これはスタッフが係
の活動内容をよく知らなかった為、回答できず、係と
しても新人とスタッフ間の潤滑油的な働きが少なかっ
たため、このような結果になったのではないかと考え
る。この集計を通して、スタッフの係への関心、認識
を知り、一部ではあるが貴重な意見も得ることができ
た。
　考察
　これまでの私達の活動をふり返り、様々な問題点が
浮きぼりにされてきたが、その問題点と原因は大きく
3点にあげられる。
①年間活動計画が充分に確立されていなかった為、今
後の事が考慮されずその場かぎりの活動のみで終って
いる。
　これは私達係が、チェックリストや申し送りメモを、
指導の中心として使用してしまい、年間の行動計画が
不充分になり、この様な結果になってしまったと考え
られる。今後係と新人の年間目標、目的、活動の再検
討をし、どのスタッフが新人教育係として活動してい
くうえでも、毎年評価しながら、継続していく事がで
きる様な基盤となる行動計画を確立していかなければ
ならないと考えた。
②係だけで新人に対する指導をして行かねばならない
という気持ちが先走り、係の計画、活動がスタッフ間
に充分伝わらず、協力が得られにくかった。スタッフ
間に活動内容が浸透していなかったことは、アンケー
ト結果からも明らかである。それは①の活動計画が、
しっかりしていなかったという事も原因のひとつと考
えられるが、スタッフにどのように協力してもらいた
いかという働きかけが足りなかったのではないかと思
われる。今後スタッフからの意見、アドバイスなど受
けられる様に、病棟集会などを利用し、定期的に活動
の経過を報告する。常に計画、行動がわかるようなノ
ートを所定の場所に設け、新人教育係のアピールをし、
13階病棟スタッフひとりひとりに、新人との関わり
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を持って行かなければならないという意識を浸透させ
られるような働きかけが、必要であると考えた。
③新人教育のあり方が曖昧に理解されており、その為、
どう携さわっていいのか不安を抱いている。
数年の経験があるというだけで、スタッフ教育につい
ての専門的な指導を受けていない私達が活動する上で
“とにかく新人に対して、早く正確に仕事を覚えても
らいたい”というあせりの方が先走ってしまい、係と
しての行動はその場かぎりの評価とその埋め合わせに
とどまってしまった。この原因は、これまで私達が新
人教育というと、オリエンテーション、各勤務のミット
に伴うチェックリストや申し送りメモの使用、評価、
勉強会などの一連の活動を消化していくことしか頭に
なく、新人教育のあり方を見直す機械でなかったから
であると考えた。
そこで今後、私達は新人教育係として活動する中で教
育のあり方についての種々の文献、資料からその知識
を深めていかなければならないと考えた。また私達は、
“教える”というのではなく、新人を私達と同じひと
りの看護婦として理解し、受けいれ、スタッフ全員が
　　資料1
各個人の必要性を認識し、お互いに刺激し合いながら、
共に学んでいこうとする姿勢が大切であると再認識さ
せられた。
　おわりに
　毎年新人が、さまざまな期待、意欲、不安を抱き入
臥してくるが、私達先輩看護婦は、あたり前のように
業務を優先し、指導してしまうことが通常になってい
ると思われる。それは、その人がもっている個人の伸
びうる能力、意欲の芽を摘み取っているのかもしれな
い。又、今話題となっているXX燃えつき症候群”の原
因のひとつになっているのかもしれない。まだ1年足
らずではあるが新人教育係として、新人と関わりを持
つことでたくさんの事を得ることができた。今後、来
年度にむけ、それらをふまえ意欲的に取組んでいきた
い。
参考文献
・臨床における一国マニュアル
　　日本赤十字社卒業看護教育研究委員会・編
。看護教育の視座一手づくりの教育をめざして一
　　小野殖子．ゆみる出版．
月日 活動内容 係のﾚ標
新人教育の目標
月日 活動内容 係のﾚ標
新人教育の目標
4／1 ・係の話し合い 13東病棟の 6／22係の話し合い チームメンバ
4／3
　　（年間の計画）
Eスタッフ教育係
新人が
特殊性を知り
燉eを理解す 6 6／28
　　（看護研究）
Wの話し合い
一の役割を理
?ｵメンバー
との話し合い ス る。 （看護研究） の役割を実践
4
4／7
　（今後の勉強会
ﾌ計画について）
E病棟内オリエン
†ズに病
・病棟の構造
ﾝ備、物品
ﾇ理
月
チェックリスト、
¥し送りメモの記
ﾚのチェック
?間サマリー作成
目 する事ができ
テーション 棟 ・業務内容 7／15新人と係の話し合 ・目標
月
4／25
　係にて施行
@　　　（2日半）
E係のみの話し合い
@（チェックリス
に溶け込む ・記録類
E各部門との
ﾂながり
7月
7／25
い（3カ月後）
Wの話し合い
i反省、アンケー
@ト作成）
標
6月と同じ
トの見直し、
C正）
事がで
リーダー会 ■
4／26・新人と係との話 き 係の反省をまとめ ・看護計画に
し合い
i1W后→2W
@に変更して
{行）
るよう援助す
8月
スタッフに伝え、
Aンケートの目的
?ﾍっきりさせる
梶[ダー会
継
そって看護
ｪ展開でき
驕E自己の評価
ｪできる
チェックリスト、 る
申し送りメモの記
載のチェック 9 アンケート作成 目標
一　60　一一
一一「－一．噛一一ρ．一一一一一r腎，．・一，一
5／17・3W后の新人と スタッフの一 月 一回収 8月継続
係、スタッフ 員としての自 リーダー会
5
（一部スタッフ）
ﾆの話し合い
合新つ人
ｽのt個オ別
覚を持ち、
P3東病棟に
ｨける基礎的
ﾅ護の知識、
10
アンケート集計
Wの話し合い
@　（看護研究）
梶[ダー会
続
（　〃　）
5／6 ・係の話し合い
i1ケ月后の反省）
ロ性
奄?
ｪ理
技術、態度を
K得する。
1レ’10係の話し合い
@　（看護研究） 看今
5／26のスタッフ勉強会 で解 11 1レノ15係の話し合い 護年
月
（下．垂体について
ﾌレポート提出）
きし
驍ｻ@れ
　　（看護研究）
V人との話し合い
研度
?のﾌ反 （　〃　）・リーダー会 に 9 （半年後として施 ま省
・チェックリスト、
¥し送りメモの
L
11／25
　行）
Wの話し合い
@　　（看護研究）
と課
ﾟ題@を@考記載のチェック
p続 12 係の話し合い@　（看護研究）
える
中間サマリー作成
月
資料皿
山　　価　　日一　㎝ 4／8 4　戸
、
本人 評価者 本
〈廻診介助、特殊処齪
@　　　　　介助ができる＞
香@廻診車の準備、強傭
@　　物品補充、あとかたづけ
k2〕清潔、不潔操作
C～D
b～D
@B
AA
　　く・（　　（
謝　直交（一部．気切部） C～B． A
（
凶　ポーテックス交換、轟研交換 C B
（
〔5｝バルン交換 C く
（611VH挿入時 C B く
〔71s－T交換 D く
（8｝膀胱洗浄（手動） C く
馴　ドレーン抜去時
ｿ窃　ドレナージ洗浄
c】　ドレナージパック交換
DDD ＜＜
〔12点滴確保時 C B
麟　星状神経ブロック C
㈱　Aライン確保時 C
㈲　ルンバール B～C
2
者 本人 評価者
見学
C一一B
備’ 考 欄
・廻診車の準備はだいたいできますが、まず、廻診時の処齪を把握し完全に準備できるか自信がありません。
・包交にも慣れてきました瓜次；C何を渡すか予測して、手早くできていません。
・ポーテックス交換の実際は行いましたが、学研の交換はまだ実際に見ていないのでBとしました。
・その他の交換、点滴確保などはだんだんできてきたと思います。　（4／14）
　　・包交時、先生に言われる前にサットガーゼが出せたりしたらカッコいいけど、先生は時々気まぐれなのでだれだ。
　　てそういうことはできないので、ひと言、解次は、イソジンですか”とか、”ガーゼにしましようか”とか、要領
　　よくやれば別にモタモタすることはないと思います。
　　。ドレナージやope後チューブ類の多いPtはなかなかわかりにくいけど、ちょうと観察室に入って、　Ope後のPt
　　を観察してみてどういうものかと知ってみるのもいいと思います。
4／25　バルン交換（女性）の介助を経験しました。手順は、理解していると思うので、次回は、自分でやってみて下さ
　　い。
　　　何のCareをする時も、　P亡のプライバシーを考慮して、カーテン、窓のカーテンなどしめる気配りも必要です。
　　気をつけて。
5／16　今まで与えられたことをこなす、ということだけで精一杯で、どんどん自分から積極的にやっていく姿勢がたり
　　なかったと反省しています。
　　　ただ、一人立ちした業務をやらなけれtXという円いと未経験又は少ない経験のことをやってみたいという思い
　　を比べると、今までは前者の方をしなくてはと思っていました瓜今現在の優先順位を考えて、色々実践し、経験
　　しょうと思いまず。その時は同じチームの人や、リーダーさんや、フリー一さんなどに声をかけて、補ってもらえば
　　いいのですか？。今まで努力が足りなかったといわれ、自分の勉強だけではまだ全然だめだと反省しています。ま
　　ず、疾感を頭に入れなければを、文献を読んでいて、ptさんを観て、結びつけていこうと考えていますが、患者
　　数が多いので、まず受持ptにしぽり、まとめていこうと考え直しました。
　　　周囲の人に、認めてもらえないと、自分のしていることが全く何の役にもたっていないのだと反省しています。
　　自分なりに、がんばってはいるつもりですがもっと良い勉強法などがあったら、アドバイスをお願いします。
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